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癒
や
し
の
時	

杉
大
写
真
講
座
　
高
橋
郁
夫
さ
ん
の
作
品

し
だ
れ
桜
の
名
所
で
あ
る
大
桑
の
法
蔵
寺
で
は
、
毎
年

桜
祭
り
に
あ
わ
せ
雅
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

桜
と
雅
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。毎
日
が
忙
し
く
過
ぎ

て
周
り
の
変
化
に
気
づ
か
な
い
中
で
、桜
の
花
の
下
で
立
ち

止
ま
っ
て
聞
く
雅
楽
の
し
ら
べ
に
心
が
癒
や
さ
れ
ま
す
。
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定

例

会

議

案

審

議

定

例

会

議

案

審

議

令
和
７
年
２
月
定
例
会
を
２
月
12
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
、
41
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。
審
議
し
た
案
件
は
、
議
員
議
案
１
件
、
執
行
部
提
出
議
案
46
件

で
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
は
２
月
28
日
、
３
月
４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
10
名
の
議
員

が
26
項
目
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

事
　

件

件 　
　
　
　
　

名

議
決
結
果

議
員
議
案 

第
１
号
日
光
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第
１
号
令
和
７
年
度（
2
0
2
5
年
度
）日
光
市一般
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

 

案 

第
２
号
令
和
７
年
度（
2
0
2
5
年
度
）日
光
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第
３
号
令
和
７
年
度（
2
0
2
5
年
度
）日
光
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第

４

号
令
和
７
年
度（
2
0
2
5
年
度
）日
光
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第
５
号
令
和
７
年
度（
2
0
2
5
年
度
）日
光
市
診
療
所
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第
６
号
令
和
７
年
度（
2
0
2
5
年
度
）日
光
市
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

原
案
可
決

議

案 

第
７
号
令
和
７
年
度（
2
0
2
5
年
度
）日
光
市
銅
山
観
光
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第
８
号
令
和
７
年
度（
2
0
2
5
年
度
）日
光
市
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議      

案 

第
９
号
令
和
７
年
度（
2
0
2
5
年
度
）日
光
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

10 

号
令
和
７
年
度（
2
0
2
5
年
度
）日
光
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案

第 

11 

号
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

［
令
和
６
年
度
（
2
0
2
4
年
度
）
日
光
市
一般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）］

原
案
承
認

議

案

第 

12 

号
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

原
案
同
意

議

案

第 

13 

号
日
光
市
議
会
議
員
及
び
日
光
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
発
行
に

関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案

第 

14 

号
日
光
市
職
員
の
勤
務
時
間
、休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
等
の一部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案

第 

15 

号
日
光
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

16 

号
日
光
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

17 

号
日
光
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

18 

号
日
光
市一般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の一部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

19 

号
日
光
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

20 

号
日
光
市
手
数
料
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

21 

号
日
光
市
文
化
会
館
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

22 

号
日
光
市
霧
降
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び
日
光
市
細
尾
ド
ー
ム
リ
ン

ク
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

23 

号
日
光
市
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

24 

号
日
光
市
休
養
施
設
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

25 

号
日
光
市
庚
申
山
荘
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

26 

号
日
光
市
足
尾
銅
山
観
光
公
園
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

27 

号
日
光
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の

防
止
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

28 

号
日
光
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特

定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
及
び
日
光
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

29 

号
日
光
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

30 

号
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

［
日
光
市
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応
機
器
購
入
事
業
］

原
案
可
決

議

案 

第 

31 

号
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

［
教
師
用
指
導
書
・
教
科
書
購
入
事
業
］

原
案
可
決

議

案 
第 
32 

号
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 
33 
号
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

［
西
ノ
湖
線　
外
10
路
線
］

原
案
可
決

議

案 

第 

34 
号
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

［
中
禅
寺
湖
南
岸
・
西
岸
線　
外
１
路
線
］

原
案
可
決

議

案 

第 

35 

号
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

［
上
栗
山
辺
地
］

原
案
可
決

議

案 

第 

36 

号
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

［
川
俣
辺
地
］

原
案
可
決

２
月
の
定
例
会
で
審
議
し
た
議
案
と
結
果
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議

員

別

賛

否

一

覧

議

員

別

賛

否

一

覧

【会期  5月28日（水）～6月13日（金） 17日間】

月 /日 曜日 会期日程 備　　考

5/15 木 　陳情締切（17時）

5/28 水 本会議 開会・上程

5/30 金 本会議 委員会付託

6/3 火 付託委員会 議案等審査

6/4 水 付託委員会 議案等審査

6/5 木 付託委員会 議案等審査

6/9 月 本会議 一般質問

6/10 火 本会議 一般質問

6/11 水 本会議 一般質問予備日

6/13 金 本会議 採決・閉会

※この予定は変更となる場合がありますので、
議会傍聴等は改めて議会事務局にお問い合わ
せ願います。

問合せ先：０２８８－２１－５１４０ （議会事務局直通）

次回（令和 7年 6月）
日光市議会定例会会期日程予定

○…賛成　　●…反対
（賛否等がわかれたもののみ掲載）

事　　件 第１号 第２号 第３号 第４号 第１５号 第１６号 第46号
令
和
７
年
度
（
2
0
2
5
年
度
）
日
光
市
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
（
2
0
2
5
年
度
）
日
光
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
（
2
0
2
5
年
度
）
日
光
市
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
（
2
0
2
5
年
度
）
日
光
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

日
光
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

採決結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決
可：否 22：1 22：1 22：1 22：1 22：1 22：1 22：1

川 村 寿 利 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田 村 耕 作 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

武 田 幸 雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福 田 悦 子 ● ● ● ● ● ● ●

齊 藤 正 三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山 越 享太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筒 井  　 巌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

村 上 正 明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

髙 見 尚 希 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

荒 川 礼 子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

斎 藤 久 幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

和 田 公 伸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川 島 憲 朗　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

斎 藤 伸 幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

青 田 兆 史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山 越 梯 一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生 井 一 郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

齋 藤 文 明 議長のため採決には加わらない
亀 井 崇 幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

嶋 田 正 法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大 島  　 浩 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

斎 藤 宏 明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

瀬 高 哲 雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三 好 國 章 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年２月定例会の議員別賛否一覧 議

案 
第 

37 

号
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

［
中
小
来
川
辺
地
］

原
案
可
決

議

案 
第 
38 

号
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

［
日
向
辺
地
］

原
案
可
決

議

案 

第 
39 
号
令
和
６
年
度（
2
0
2
4
年
度
）日
光
市一般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

40 

号
令
和
６
年
度（
2
0
2
4
年
度
）日
光
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

41 

号
令
和
６
年
度（
2
0
2
4
年
度
）日
光
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

42 

号
令
和
６
年
度（
2
0
2
4
年
度
）日
光
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

43 

号
令
和
６
年
度（
2
0
2
4
年
度
）日
光
市
診
療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

44 

号
令
和
６
年
度（
2
0
2
4
年
度
）日
光
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

45 

号
令
和
６
年
度（
2
0
2
4
年
度
）日
光
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案 

第 

46 

号
日
光
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決
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一

般

質

問

一

般

質

問

日光市議会では、２人以上の議員で構成される会派に属する議員が、市長の「施政方針」
に対し、その会派を代表して質問を行うことができることとしています。
代表質問は事前通告制をとっており、会派の構成人数に応じ質問の持ち時間を定めています。

	 〇持ち時間（執行部答弁を含む）
	 会派構成人数	 2人から　3人　20分
	 	 4 人から　7人　30分
	 	 8 人から	11人　40分
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和	

動
画
視
聴
▼

斎
藤
伸
幸
議
員
‥
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

施
策
の
な
か
で
、「
今
年
、
日
光
杉

並
木
街
道
の
植
樹
４
０
０
年
の
節
目

の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
栃
木
県
を

始
め
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
記
念

事
業
に
取
り
組
む
」
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
企
画
か
、
ま
た
、
事
業
実

施
に
よ
り
本
市
の
活
性
化
に
ど
の
よ

う
に
結
び
付
け
て
い
く
の
か
伺
う
。

粉
川
昭
一市
長
‥
令
和
７
年
は
、
植
樹

４
０
０
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
栃
木
県
、
日
光
東
照
宮

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
記
念
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
機
運

の
醸
成
を
図
る
。
具
体
的
に
は
、
栃

木
県
に
お
い
て
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
連
携
協
力
を

し
て
い
く
。
ま
た
、
市
で
は
、
杉
並

木
の
歴
史
や
保
護
の
必
要
性
を
伝
え

て
い
く
た
め
に
、
小
学
生
を
対
象
に

杉
並
木
見
学
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

杉
並
木
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
歴

史
民
俗
資
料
館
で
の
テ
ー
マ
展
・
移

動
展
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
日
光
杉
並

木
街
道
の
魅
力
発
信
や
保
護
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
杉
並
木
に

愛
着
を
持
ち
、
訪
れ
る
人
を
増
や
す

な
ど
、
杉
並
木
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

議
員
‥
農
林
水
産
業
の
分
野
に
お
い
て
、

「
収
益
性
の
高
い
農
業
生
産
構
造
を

確
立
す
る
た
め
に
、
共
同
利
用
機
器

や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
等
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
担
い
手
の

確
保
に
向
け
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
取
組
を
す
る
の
か
伺
う
。

市
長
‥
農
業
生
産
構
造
を
確
立
し
、
収

益
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
生

産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
取
組
が
必
要
と

捉
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
圃
場

整
備
な
ど
の
生
産
基
盤
の
整
備
の
ほ

か
、
能
力
の
高
い
共
同
利
用
機
器
や
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い

ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
高
額
な
費
用
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
農
業
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
支
援
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
で
、

日
光
市
の
魅
力
的
な
農
産
物
の
生
産

振
興
を
図
る
。
ま
た
、
担
い
手
の
確

保
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
農
家
の

後
継
者
や
担
い
手
集
団
に
加
え
、
新

た
に
市
内
に
農
業
参
入
す
る
企
業
も

支
援
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
取
組
を

通
じ
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

農
業
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員
‥
女
性
の
多
様
な
働
き
方
を
支
援

す
る
「
ス
マ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
・
ウ
ー

マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
を
強

化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
本
県

で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
政
府
の
国
際

会
議
「
Ｇ
７
男
女
共
同
参
画
・
女
性

活
躍
担
当
大
臣
会
合
」
で
日
光
市
の

名
が
全
国
に
発
信
さ
れ
た
が
、
当
市

の
人
権
尊
重
・
男
女
共
同
参
画
社
会

の
更
な
る
醸
成
に
向
け
た
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
「
ス
マ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
・
ウ
ー

マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
令
和
８
年
度

か
ら
の
自
立
自
走
に
向
け
、
メ
ン
バ
ー

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度
は
デ
ザ

イ
ン
系
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成

講
座
と
、事
務
業
務
系
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座
を
実
施
す
る
。
加
え
て
、
運

営
体
制
の
強
化
や
メ
ン
バ
ー
の
営
業

活
動
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

他
自
治
体
と
の
広
域
連
携
を
模
索
し
、

更
な
る
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
「
Ｇ
７
男
女
共
同
参
画
・
女
性

活
躍
担
当
大
臣
会
合
」
の
レ
ガ
シ
ー

事
業
と
し
て
、「
ス
マ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
・

ウ
ー
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
カ
ジ
ュ

ア
ル
家
事
Ｍ
Ｅ
Ｎ
養
成
講
座
な
ど
人

材
育
成
に
向
け
た
事
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
宇
都
宮
大
学
と
連
携
し

た
啓
発
活
動
や
家
事
分
担
シ
ー
ト
の

作
成
な
ど
に
よ
り
、
男
女
共
同
参
画

意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
き
た
。
男
女

共
同
参
画
や
女
性
活
躍
に
対
す
る
意

識
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
確
実

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て

い
る
。
ま
だ
ま
だ
改
善
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
多
く
あ
る
が
、

男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
に
関

す
る
機
運
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
着
実
に
粘
り
強

く
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

議
員
‥
定
住
人
口
が
減
少
し
て
も
持
続

可
能
な
日
光
市
を
構
築
す
る
た
め

様
々
な
取
組
を
進
め
て
き
た
が
、
人

口
減
少
の
止
ま
ら
な
い
現
況
の
中
で
、

全
国
の
自
治
体
で
は
対
策
に
苦
慮
し

て
い
る
。
本
市
の
対
応
、
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
‥
人
口
減
少
は
未
婚
化
、
晩
婚

化
に
伴
う
少
子
化
の
進
展
や
生
産
年

齢
人
口
の
都
市
部
へ
の
集
中
な
ど
を

背
景
と
す
る
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、

当
市
に
お
い
て
も
、
定
住
人
口
は

減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
合
併
時
か

ら
２
万
人
減
の
７
万
５
０
０
０
人
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
将

来
に
わ
た
り
光
り
輝
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
第
２
次
日
光
市
総
合
計
画
に

お
い
て
、
人
口
減
少
を
当
市
の
最
大

の
課
題
と
位
置
付
け
、
ま
ち
づ
く
り

２月１９日に４つの会派による代表質問を行いました。
掲載内容は、質問と答弁を要約したものです。すべての質問と答弁は後日作成される会議録で

ご覧いただけます。
会派名の下の２次元コードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、代表質問の

録画中継を視聴できます。

施政方針全文▶
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の
重
点
施
策
等
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。
さ
ら
に
、
後
期
基
本
計
画
で

は
、
定
住
人
口
を
増
加
に
転
じ
る
こ

と
は
極
め
て
困
難
と
判
断
し
た
上
で
、

人
口
減
少
の
中
に
あ
っ
て
も
活
力
あ

る
日
光
市
を
想
像
で
き
る
よ
う
に
、

新
た
に
「
関
係
人
口
」
と
「
活
動
人

口
」
を
加
え
た
「
ま
ち
づ
く
り
人
口
」

を
設
定
し
、
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、

人
口
減
少
は
、
子
育
て
や
教
育
、
産

業
振
興
な
ど
特
定
の
取
組
で
解
決
す

る
も
の
で
は
な
く
、
一
朝
一
夕
に
効

果
や
結
果
が
現
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

地
方
移
住
へ
の
鍵
は
「
住
む
と
こ
ろ
」

と
「
働
く
と
こ
ろ
」
の
２
点
に
集
約

さ
れ
る
と
捉
え
、
当
市
の
持
つ
様
々

な
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が

人
口
減
少
対
策
に
つ
な
が
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
次
期
総

合
計
画
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
人

口
減
少
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
最
大
の
課
題
と
位
置
付
け
、
様
々

な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

グ
ル
ー
プ
響	

動
画
視
聴
▼

大
島
浩
議
員
‥
市
政
経
営
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
「
こ
の
４
年
間
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
先
行
き

が
不
透
明
な
財
政
状
況
な
ど
、
山
積

す
る
課
題
に
対
処
す
る
こ
と
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
と
い
っ
た
社

会
的
な
危
機
か
ら
市
民
を
守
り
、
持

続
可
能
な
日
光
市
を
構
築
す
る
こ
と

に
腐
心
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

依
然
と
し
て
状
況
は
好
転
せ
ず
、
厳

し
い
行
政
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
４
年
間
で

好
転
に
で
き
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い

て
伺
う
。

粉
川
昭一市
長
‥
少
子
高
齢
化
、
中
山

間
地
域
の
過
疎
化
や
産
業
活
動
の
担

い
手
不
足
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
、

当
市
が
抱
え
る
課
題
の
多
く
は
、
定

住
人
口
の
減
少
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
り
、
一
部
の
都
市
部
を
除
き
、
全

国
の
地
方
自
治
体
に
共
通
の
問
題
で

あ
る
。
人
口
減
少
の
原
因
は
、
若
年

女
性
の
転
出
超
過
な
ど
様
々
な
理
由

が
複
雑
に
関
係
す
る
た
め
、
特
定
の

施
策
分
野
に
取
り
組
む
こ
と
で
解
決

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
理
由
も
特

定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
捉
え
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
人
口
減
少
を
当

市
の
最
大
の
課
題
と
し
て
次
期
総
合

計
画
に
位
置
付
け
、
様
々
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
‥
「
互
助
・
共
助
」
に
関
し
て
、

市
民
が
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
各
地
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
特
性
に
応
じ
た
活
動
を
支
援

す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長
‥
旧
今
市
市
の
５
地
区
、
旧
日
光

市
、
旧
藤
原
町
、
旧
足
尾
町
、
旧

栗
山
村
を
単
位
と
し
た
９
地
域
・
地

区
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設
立
さ

れ
て
お
り
、
市
街
地
や
農
村
地
域
、

中
山
間
地
域
な
ど
の
地
理
的
要
因
や
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
が
異
な
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
特
性
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
活
動
経
費
の
支
援
だ
け
で

な
く
、
各
地
域
・
地
区
協
議
会
の
特

性
や
成
熟
度
に
応
じ
、
ま
ち
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
助
言
や
活
動

計
画
の
作
成
支
援
を
行
う
な
ど
、
互

助
・
共
助
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
基

盤
組
織
と
し
て
自
立
自
走
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
。

議
員
‥
「
学
校
教
育
」
の
分
野
で
、
試

行
的
に
体
育
館
へ
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
を
設
置
す
る
と
し
て
い
る
が
、

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
機
能
と
対
象

学
校
の
選
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
体
育
館
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
効
果
的
か

つ
部
分
的
に
冷
却
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
試
行
的
に
導
入
す
る
。

対
象
校
の
選
定
は
、
学
校
の
規
模
や

地
域
性
を
考
慮
し
、
小
中
学
校
各
３

校
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
効
果
を
検

証
し
て
い
く
。

議
員
‥
「
社
会
福
祉
」
の
分
野
で
、
貧

困
対
策
と
し
て
新
た
に
行
う
中
高
生

の
受
験
料
な
ど
の
助
成
内
容
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
支
援
強
化

の
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
貧
困
対
策
と
し
て
、
ひ
と
り
親

世
帯
や
非
課
税
世
帯
等
の
中
高
生
に

対
し
、
高
校
や
大
学
等
を
受
験
す
る

際
の
模
擬
試
験
や
入
学
試
験
の
受
験

料
に
対
す
る
新
た
な
助
成
制
度
を
設

け
、
経
済
的
な
理
由
で
子
ど
も
た
ち

の
進
路
が
狭
め
ら
れ
な
い
よ
う
、
生

活
や
学
習
を
支
援
し
て
い
く
。
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
県
の
補
助

対
象
外
で
あ
る
燃
料
費
、
光
熱
水
費

を
助
成
し
、
事
業
の
安
定
的
な
運
営

を
支
援
し
て
い
く
。
こ
ど
も
食
堂
に

つ
い
て
は
、
補
助
事
業
の
対
象
を
学

習
や
遊
び
の
体
験
な
ど
を
行
う
「
こ

ど
も
の
居
場
所
」
の
開
設
費
等
に
も

拡
大
し
、
団
体
相
互
の
情
報
交
換
や

市
と
の
連
携
強
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
進
め
て
い
く
。

議
員
‥
「
観
光
」
の
分
野
で
、
閑
散
期

で
あ
る
冬
季
の
誘
客
や
宿
泊
客
の
獲

得
に
向
け
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
・
モ
ー
ニ

ン
グ
タ
イ
ム
ツ
ア
ー
な
ど
国
内
外
に

向
け
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
に
取
り

組
む
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長
‥
当
市
の
観
光
課
題
と
し
て
、
首

都
圏
か
ら
日
帰
り
圏
内
で
あ
る
こ
と

や
、
滞
在
に
つ
な
が
る
コ
ン
テ
ン
ツ

が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
滞
在
時
間

が
短
く
、
観
光
消
費
に
つ
な
が
ら

な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

滞
在
時
間
の
延
長
と
消
費
額
の
拡
大

に
向
け
、
自
然
体
験
を
活
用
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
の
提
供
や
、
観
光
消
費
額

が
落
ち
込
む
夜
や
朝
の
時
間
を
活
用

し
た
ツ
ア
ー
を
造
成
す
る
観
光
事
業

者
を
支
援
し
、
観
光
客
の
宿
泊
を
促

進
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
志
向	

村
上
正
明
議
員
‥
「
保
健
・
医
療
」
の

分
野
に
つ
い
て
、
過
疎
に
よ
り
医
療

体
制
が
衰
退
す
る
地
域
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
図
り
、
医
療
提
供

を
確
保
す
る
の
か
伺
う
。

粉
川
昭
一
市
長
‥
地
域
医
療
に
つ
い

て
、
日
光
、
藤
原
、
栗
山
地
域
に
５

つ
の
へ
き
地
診
療
所
を
開
設
し
て
い

る
。
引
き
続
き
各
診
療
所
の
必
要
な

医
療
機
器
等
の
更
新
を
行
う
と
と
も

に
、
医
師
の
派
遣
を
お
願
い
し
て
い

る
県
や
指
定
管
理
者
で
あ
る
関
係
医

療
機
関
等
と
連
携
し
医
療
提
供
体
制

の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
足
尾
地

域
は
、
足
尾
双
愛
病
院
等
を
運
営
す

る
医
療
法
人
社
団
双
愛
会
か
ら
、
事

業
を
段
階
的
に
縮
小
し
、
令
和
８
年

度
末
を
も
っ
て
全
て
廃
止
す
る
と
の

方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
足

尾
地
域
に
必
要
な
医
療
を
引
き
続
き

提
供
で
き
る
よ
う
、
医
療
ニ
ー
ズ
の

分
析
を
行
い
、
将
来
的
な
変
化
等
を

見
据
え
な
が
ら
、
県
や
関
係
医
療
機
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代

表

質

問

関
と
の
調
整
を
図
り
、
新
た
な
診
療

所
の
開
設
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め

て
い
く
。

議
員
‥「
住
宅
・
住
環
境
」の
分
野
に
つ
い

て
、令
和
５
年
12
月
に
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、「
空
家
等
管
理
活
用

支
援
法
人
」が
新
設
さ
れ
た
。市
と
支

援
法
人
と
の
連
携
及
び
具
体
的
な
内

容
を
伺
う
。ま
た
、支
援
法
人
に
期
待

で
き
る
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
支
援
法
人
が
公
的
立
場
か
ら
行

政
の
補
完
的
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う

連
携
し
、
空
き
家
所
有
者
に
対
す
る

適
正
管
理
や
利
活
用
に
向
け
た
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
、
相
談
会
を
開
催
し
、
民

間
の
経
験
や
専
門
的
知
識
を
活
用
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
支

援
法
人
と
協
力
す
る
各
種
専
門
家
が

横
断
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
空
き
家

所
有
者
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
の
解

決
に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員
‥「
防
災
・
危
機
管
理
」の
分
野
に

つ
い
て
、災
害
や
危
機
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
、災
害
時
の
生
活
用

水
を
確
保
す
る
た
め
、民
間
企
業
や

個
人
所
有
の
井
戸
等
を
活
用
す
る
仕

組
を
構
築
す
る
と
あ
る
。広
域
な
面

積
の
当
市
に
お
い
て
、災
害
時
の
水
の

確
保
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る
と

思
う
が
、公
的
な
井
戸
の
必
要
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

市
長
‥
昨
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
で
は
、
飲
料
水
の
み
な
ら
ず
、

ト
イ
レ
や
洗
濯
な
ど
の
生
活
用
水
の

不
足
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る

水
の
確
保
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
広
大
な
市
域
を
有
す
る

当
市
に
と
っ
て
、
生
活
用
水
の
不
足

を
補
う
た
め
に
は
、
井
戸
を
活
用
す

る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
し
か
し
、
市
が
設
置
す
る
公
設

井
戸
に
つ
い
て
の
有
用
性
や
必
要
性

は
十
分
認
識
で
き
る
も
の
の
、
場
所

の
選
定
や
設
置
に
時
間
を
要
す
る
と

と
も
に
、
多
額
の
費
用
が
必
要
に
な

る
な
ど
課
題
が
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
、

即
時
性
や
緊
急
性
を
考
慮
し
、
個
人

や
企
業
が
使
用
し
て
い
る
井
戸
を
あ

ら
か
じ
め
登
録
し
、
災
害
時
に
地
域

の
方
に
生
活
用
水
と
し
て
提
供
い
た

だ
く
、
災
害
時
協
力
井
戸
登
録
制
度

の
創
設
を
優
先
し
て
進
め
て
い
く
。

議
員
‥
物
価
高
騰
対
策
の
取
組
に
つ
い

て「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
」や「
自
治
会
の
防
犯
灯
及
び
商

店
街
の
街
路
灯
の
電
気
料
全
額
助

成
」の
ほ
か「
保
育
園
等
に
お
け
る
第

２
子
の
副
食
費
無
償
化
」、「
学
校
給

食
費
の
全
額
助
成
」を
継
続
す
る
こ

と
で
、物
価
高
騰
に
苦
し
む
市
民
を

援
助
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

物
価
高
騰
は
給
与
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
り
終
わ
り
が
見
え
な
い
。こ
れ
ら
の

事
業
は
単
年
度
の
み
の
考
え
で
あ
る

の
か
伺
う
。

市
長
‥
昨
今
の
物
価
高
騰
は
、
市
財
政

の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
令
和

７
年
度
予
算
で
は
、
国
か
ら
の
臨
時

交
付
金
や
物
価
高
騰
対
策
の
た
め
に

備
え
て
い
る
基
金
を
活
用
し
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
に
お
い
て
も
物
価

高
騰
対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
令
和
７
年

度
が
臨
時
的
な
対
応
で
あ
り
、
令
和

８
年
度
以
降
は
、
市
単
独
に
よ
り
同

様
の
対
策
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は

困
難
だ
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

さ
ら
な
る
経
常
経
費
の
縮
減
な
ど
に

よ
る
財
政
状
況
の
改
善
に
努
め
る
と

と
も
に
、
国
の
財
政
支
援
措
置
の
動

向
や
物
価
高
騰
が
与
え
る
市
民
へ
の

影
響
を
見
極
め
対
応
し
て
い
く
。

公
明
ク
ラ
ブ	

動
画
視
聴
▼

嶋
田
正
法
議
員
‥
令
和
７
年
度
予
算
編

成
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
基

金
を
活
用
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
次
期
総
合
計
画
に
繋
げ
る
予
算

と
し
た
と
あ
る
。
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
、
市
民
生
活
の
維
持
や
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
工
夫
が
求
め

ら
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
基
金

の
活
用
は
必
要
な
手
段
と
考
え
る
が
、

持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
基
金
に
依
存
し
な
い

形
で
の
予
算
確
保
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

粉
川
昭
一市
長
‥
令
和
７
年
度
予
算
に

お
い
て
、
確
実
に
見
込
ま
れ
る
歳
入

予
算
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
た
め
の
歳
出
予
算
の
乖
離

(

か
い
り)

を
解
消
す
る
た
め
基
金

を
活
用
し
た
。
ま
た
、
賃
上
げ
や
物

価
高
騰
は
、
市
税
等
が
増
加
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の
影
響
は

不
透
明
で
あ
り
、
基
金
繰
入
は
や
む

を
得
な
い
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、

基
金
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
は
、
持

続
可
能
な
日
光
市
の
財
政
基
盤
の
確

立
に
不
可
欠
で
あ
り
、
予
算
執
行
に

お
い
て
経
費
圧
縮
に
努
め
繰
入
額
の

削
減
を
図
り
、
令
和
７
年
度
に
予
定

し
て
い
る
「
長
期
財
政
の
収
支
見
通

し
」
の
改
訂
の
中
で
健
全
化
の
目
標

を
定
め
、
行
財
政
改
革
を
一
層
推
進

し
て
い
く
。

議
員
‥「
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
」の
分

野
に
つ
い
て
、自
発
的
か
つ
意
欲
的
に

学
習
に
取
り
組
む
機
会
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、地
域
の
担
い
手
と
し

て
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指

す
と
あ
る
が
、市
が
目
指
す
地
域
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
物
像
か
、

ま
た
、そ
の
育
成
に
向
け
た
具
体
的

な
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、
自
ら

の
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

自
分
の
良
さ
を
活
か
し
な
が
ら
、
よ

り
良
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め

の
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
青
少
年
が
社
会
参
加
活
動

な
ど
を
実
践
し
、
自
発
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
す
る
「
日
光
り
ー
だ
ー

ず
」
や
、
地
域
を
知
り
、
地
域
の
人

と
つ
な
が
り
、
日
光
を
好
き
に
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
日
光
学
・
わ

が
ま
ち
き
ら
り
発
見
隊
」
な
ど
を
展

開
し
て
い
く
。

議
員
‥
「
ス
ポ
ー
ツ
」
の
分
野
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
増
進
事
業
と

し
て
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

や
市
内
医
療
機
関
と
連
携
し
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
に
運
動
の
習
慣
化
を
促

進
す
る
事
業
に
取
り
組
む
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
増
進
事

業
に
つ
い
て
、
普
段
、
運
動
や
ス
ポ
ー

ツ
を
あ
ま
り
し
て
い
な
い
方
な
ど
を

対
象
に
、
月
２
回
程
度
、
約
半
年
間

の
教
室
を
開
催
し
、
医
療
機
関
に
よ

る
参
加
者
の
健
康
測
定
や
個
別
の
運

動
指
導
、ま
た
、総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
集
団
運
動
の
指
導

な
ど
を
行
う
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
見
合
っ
た

運
動
機
会
を
提
供
し
、
多
く
の
市
民

の
運
動
習
慣
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
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一

般

質

問

一

般

質

問

一般質問とは、市政全般にわたり、事務の執行状況や方針等について議員が市執行部に質問す
るもので、定例会ごとに行われます。

２月定例会は、２月２８日、３月４日の２日間にわたり１０名の議員が２６項目の質問を行い
ました。

なお、日光市議会は、広報紙を含めた情報発信のデジタル化を進めています。これに伴い、広
報紙では、質問事項と議員本人による「ここがポイント　  」を掲載することとしました。

一　般　質　問

質
問
事
項

①
事
業
承
継
に
関
す
る
支
援
と
移

住
に
つ
い
て

②
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

③
下
水
道
に
つ
い
て

髙見 尚希 議員
（市民フォーラム志向）

動画視聴▶

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

事
業
者
の
引
退
や
廃
業
が
加
速
度
を
上
げ
な
が
ら
市
内
で
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
継
者
が
い
な
い
＝
廃
業
で
は
、
日
光
市
か
ら
事
業
所
が
な
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

好
機
到
来
中
の
移
住
施
策
と
合
わ
せ
て
、
事
業
承
継
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
主
張

を
行
い
ま
し
た
。『
移
住
者
と
繋
ぐ
働
き
か
け
を
し
て
い
く
』
と
の
答
弁
を
頂
き
ま

し
た
の
で
、
一
件
で
も
繋
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

市
民
が
市
に
納
め
る
税
金
・
使
用
料
金
な
ど
、
口
座
振
替
を
推
進
す
る
に
は
‼

答
：
各
行
政
セ
ン
タ
ー
で
も
一
度
に
申
請
で
き
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
で
ク
オ
カ
ー

ド
進
呈
す
る
。

足
尾
地
域
は
、
空
き
巣
泥
棒
が
多
発
し
て
い
る
。
何
と
か
阻
止
し
な
け
れ
ば
‼

答
：
警
察
と
協
議
を
早
急
に
進
め
、
交
差
点
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
方
針
示
す
。

質
問
事
項

①
日
光
市
の
公
金
の
納
付
方
法
に

つ
い
て

②
空
き
巣
泥
棒
な
ど
「
侵
入
犯
罪
」
に
つ
い
て

齊藤 正三 議員
（市民フォーラム志向）

動画視聴▶

質
問
事
項

①
教
育
に
関
わ
る
各
種
施
策
に
つ

い
て

瀬高 哲雄 議員
（光和）

動画視聴▶

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

今
回
の
一
般
質
問
で
は
、
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
、
各
種
検
定
の
補
助
に
つ
い
て
、

当
市
の
歴
史
文
化
教
育
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
子
育
て
世
代
の
代
表
と
し

て
、
他
市
に
負
け
な
い
教
育
環
境
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。



市議会からこんにちは／2025.4.25 8

一

般

質

問

一

般

質

問

動画視聴▶動画視聴▶ 動画視聴▶

質
問
事
項

①
日
光
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

②
耕
作
放
棄
地
保
全
の
取
組
に
つ
い
て

③
小
中
学
校
の
不
登
校
に
つ
い
て

斎藤 久幸 議員
（グループ響）

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

「
日
光
ナ
ン
バ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
民
・
町
民
の
方
に
交
付
申
請
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
な
振
興
策
に
繋
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

今
回
の
質
問
は
「
湯
元
水
処
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
中
宮
祠
水
処
理
セ
ン
タ
ー
全
般

に
つ
い
て
」
の
１
件
で
す
。
湯
元
水
処
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
中
宮
祠
水
処
理
セ
ン
タ
ー

ま
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
整
備
し
た
場
合
の
概
算
費
用
や
、
世
界
に
誇
る
奥
日
光
全
体

の
水
環
境
の
改
善
に
対
す
る
市
の
考
え
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
問
事
項

①
湯
元
水
処
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
中

宮
祠
水
処
理
セ
ン
タ
ー
全
般
に

つ
い
て

三好 國章 議員

質
問
事
項

①
保
育
施
設
に
つ
い
て

②
熱
中
症
対
策
と
公
共
施
設
、部

活
動
に
つ
い
て

山越 享太郎 議員
（光和）

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

今
回
は
、
保
育
施
設
に
導
入
し
た
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
「
コ
ド
モ
ン
」
に
つ
い
て
、

小
中
学
生
の
熱
中
症
対
策
等
に
つ
い
て
の
２
点
、
質
問
し
ま
し
た
。「
コ
ド
モ
ン
」
は
、

保
護
者
や
保
育
士
の
負
担
軽
減
や
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
る
な
ど
の
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
今
後
も
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
の
た
め
、
調
査
研
究

を
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
事
項

①
お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

②
市
民
参
加
の
防
災
対
策
に
つ
い
て（
女
性
に
配

慮
し
た
避
難
所
対
策
と
指
定
緊
急
避
難
場
所

の
表
示
板
設
置
）

③「
日
本
の
こ
こ
ろ
の
う
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・
船
村

徹
記
念
館
」の
用
途
変
更
に
つ
い
て

④
特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
つ
い
て

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

①
お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
設
置
、
②
女
性
に
配
慮
し
た
避
難
所
、
③
船
村
徹
記
念

館
の
用
途
変
更
、
④
特
定
健
診
、
の
４
件
を
質
問
。
お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
提
案
は
、

４
年
前
に
引
き
続
き
２
回
目
。
市
民
に
寄
り
添
う
立
場
で
早
期
の
実
現
を
求
め
ま

し
た
。
開
館
10
年
、赤
字
続
き
の
船
村
徹
記
念
館
。
今
後
の
用
途
変
更
に
注
目
で
す
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
財
政
悪
化
な
ど
課
題
が
多
い
日
光

市
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
市
民
の
幸
福
度
を
向
上
す
る
た
め
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど

の
施
策
の
推
進
を
求
め
ま
し
た
。

質
問
事
項

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
対
策
に
つ
い
て

②
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業
に
つ
い
て

③
市
民
の
幸
福
度
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
向
上

に
つ
い
て

荒川 礼子 議員
（公明クラブ）

質
問
事
項

①
子
ど
も
の
自
転
車
に
お
け
る
事
故
件
数
や
保
険

加
入
状
況
、及
び
免
許
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

②
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
普
及
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て

③
歳
入
の
確
保
に
つ
い
て

嶋田 正法 議員
（公明クラブ）

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

一
般
質
問
で
「
子
ど
も
自
転
車
免
許
」
を
取
り
上
げ
、
他
市
の
事
故
減
少
実
績

を
紹
介
し
導
入
を
提
案
し
ま
し
た
。
答
弁
で
は
「
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
を
検

討
す
る
」
と
の
方
針
が
示
さ
れ
、
今
後
の
自
転
車
事
故
防
止
対
策
の
推
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

動画視聴▶

福田 悦子 議員
（日本共産党）

動画視聴▶ 動画視聴▶
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動画視聴▶

質
問
事
項

①
保
育
園
に
つ
い
て

②
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
幼
保
小
連
携
に
つ
い
て

③
若
年
性
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

④
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

武田 幸雄 議員
（公明クラブ）

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

今
回
は
、
保
育
園
の
将
来
に
明
る
い
未
来
を
‼
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
年
性
認
知
症
に
悩
ん
で
い
る
方
に
、
愛
の
手
を
‼

付託委員会の審査報告
令和７年２月定例会では、各常任委員会において、執行部か

ら提出された議案３２件の審査を行いました。その中から主な
内容、質疑、答弁をお知らせします。

総務常任委員会
総務常任委員会では１３議案を審査し、うち議案第３５号、
議案第３６号及び議案第３８号の３議案については、観光産業
常任委員会との連合審査を行い、議案第３７議案については、
民生教育常任委員会との連合審査を行いました。いずれも質疑
なしで、原案可決となりました。

民生教育常任委員会
議案第２７号「日光市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び
災害の発生の防止に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて」
問改正前の条文には、『許可申請を行う事業者は周辺住民等
に対して当該事業について説明会を開催しなければならな
い。住民は事業者に対して意見を申し出ることができる。
事業者はその協議結果を市長へ届け出る。』と規定されて
いたが、改正案では簡易的な内容になっており、後退して
いるように見えるが、住民に対する対応はどのように
なるのか伺う。
答改正案では簡易的な内容になっているが、届出の対象
となる面積や県外からの土砂の持込禁止等は変更し
ていない。市でも注視しながら対応を行う。

観光産業常任委員会
議案第２５号「日光市庚申山荘条例の一部を改正する条例の制定について」
問庚申山荘について、観光宿泊施設から休憩施設及び避難所に改めるとのことだが、本改正を
行う理由について伺う。
答庚申山荘は建築から３７年が経過しており、老朽化により令和６年度に改修工事を予定して
いた。施設を精査したところ、宿泊施設としての旅館業を営む要件を満たしていない部分が
あることが判明した。そのため、旅館業法に適用させるための改修なども検討したが、適用
条件が難しいとの判断により、現状の建物を維持管理するための改修を行い、宿泊施設とし
てではなく休憩施設及び避難所として活用することとした。
問庚申山荘は築３７年が経過しているとのことだが、今後、休憩施設及び避難所として使用す
る際の安全性の確保について伺う。
答宿泊施設としての改修までは行わないが、維持管理するために危険な箇所の改修を令和７年
度に行う予定となっている。また、自然災害等による事故など、不測の事態が生じた場合には、
市の総合保険にて保障対応を行うことを想定している。
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予算審査特別委員会　審査報告
市の令和７年度一般会計予算 470億7,000万円
日光市は、令和７年度の予算編成において、第２次日光市総合計画後期基本計画に掲げた重点

プロジェクトや重要施策を着実に実施することで、地域経済の活性化や市民生活を守るとともに、物
価高騰対策にしっかりと取り組むといたしました。また、賃上げや物価高騰の影響から人件費、物件
費などの経常経費が大きく膨張する大変厳しい財政状況の中、必要な予算を確保するため、こうした
事態に備えて積み立てている基金を有効活用することで、この難局を乗り越え、次期総合計画につな
いでいく予算としました。
一般会計予算は、前年度比 3.0 パーセント増の 470 億 7,000 万円、前年度比 2.2 パーセン

トの減となった特別会計や、前年度比 1.5 パーセントの減となった企業会計を合わせた予算総額
739億 2,409 万 5千円が計上されました。
予算審査特別委員会では、令和７年度一般会計予算ほか予算関連 10議案について５日間の日
程で審査を行いました。審査では、一般会計、特別会計及び企業会計合わせて123件の活発な質
疑が行われ、採決の結果、すべて原案のとおり可決し、３月 24日の本会議に報告しました。
委員会での一般会計歳入及び歳出の主な質疑と答弁についてお知らせいたします。

◎一般会計歳入

【市税の傾向から推測する経済動向について】
問　市税全体では直近の６号補正と比較し約４億２千万円増を見込み、市民税のうち個人の伸びが
大きな要因とのことであるが、令和７年度における日光市の経済動向について伺う。

答　入湯税の傾向から推測すると、ここ数年増加傾向にあることや、収益の伸びている旅館ホテル
等があることから、観光業については上向きと考える。しかし、物価高騰、賃金上昇に伴う経費
の増加、人員不足など懸念材料があることから、いまだ不透明な状況にあると考えている。

【基金の状況について】
問　大変厳しい財政状況の中で必要な予算を確保するために各基金を活用するとしているが、これ
だけ多くの基金を一度に取り崩しての予算編成は、これまであまりなかったのではないかと思う。
多くの基金を繰り入れての予算編成となった理由を伺う。

答　一般会計における基金繰入額は約32億9,000万円となり、合併後最高額となった。その理由は、
厳しい財政状況においても市民サービスの低下を招かないため、また、将来のランニングコス
ト低減のための公共施設マネジメントの取組や、地域振興、物価高騰対策の財源とするため基
金を活用した。予算の執行においては、事業費の精査等により繰入額の圧縮に努めていきたい。

◎一般会計歳出

・総務分科会
【シティプロモーション事業費について】
問　令和４年度からの３年間でおおよそ5,500 万円の事業であり、令和７年度は2,000 万円ほど
の事業になる。この３年間の実績を踏まえた進捗状況と令和７年度の目標について伺う。

答　「NEW	DAY,NEW	LIGHT.」は、認知拡大が必要であることから、市民とともに発信するた
め日光隠れすぎ遺産を実施し、小中学生の参加や、Ｕ字工事によるYouTube チャンネル配
信、「もんみや」での 50 ページにわたる特集記事等、多くの方から評価をいただいている。
「CHOCOTTO　NIKKO」は参加店舗も増えてきており、一つ一つのプロジェクトは一定の効
果が出ていると認識している。全体的な効果については、令和７年度に予定しているマーケティ
ング調査の中で、認知度、魅力度などの調査を実施していく。　

【消防団運営費について】
問　消防団パワハラ予防研修会業務委託費について伺う。
答　消防団幹部の部長以上 156 名を対象としている。実施の経緯は、令和５年度に40歳以下の
若手消防団員に対し、団員を増やすことを目的にアンケート調査を行った際、飲み会や行事に
おける参加の強要などについての不満の声が寄せられた。その結果を消防団の幹部に開示した
ところ、パワハラ予防研修会の開催について打診があったことから開催することとした。
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・民生教育分科会
【保育園運営費について】
問　新規事業の完全給食事業について、公立と民間の状況や料金、実施時期等について伺う。
答　令和７年度上半期に環境を整え、10月から公立すべての園で開始予定である。民間では、市内
で給食を提供している15施設のうち６施設が実施しており、料金は施設により一人月額 500 円か
ら3,000 円程度である。市が行うにあたっては、民間の金額との整合性や物価高騰も見据えて一
人月額 1,000 円とする。

【学校教育支援事業費について】
問　チーム担任制を導入するにあたり想定される課題について伺う。
答　複数のクラスを担任することになるため、時間割の調整や年間指導計画において、これまでと違っ
た形で対応することによる教員の負担が想定される。また、児童と保護者にとっては、担任が複数
になることで戸惑うことがあるかもしれない。しかし、担任が複数となることで柔軟な対応ができると
想定されるため、制度を周知しながら取り組んでいきたい。

・観光産業分科会
【地場産業振興費について】
問　見本市出展業務委託費の具体的委託内容について伺う。
答　伝統工芸の日光彫について、令和６年度に八王子市での記念式典や外務省との共催イベントで実
施した体験教室が非常に盛況であり、購買の問い合わせも多かったため、日光彫の魅力発信と販
路拡大を目的に、体験と販売をセットにした首都圏における見本市等への出展を検討している。

【観光宣伝費について】
問　ナイトタイムコンテンツ創出促進事業費補助金について、補助を行うことで具体的にどのような事
業が造成されると想定しているのか伺う。

答　夜の街歩きや飲食を楽しむガイド付きツアーや早朝ハイキングツアー、静かな夜間に職人と行う伝
統工芸体験プラン、早朝や夜間の世界遺産散策プラン等を想定している。当市の観光における課
題として、着地型ツアー等のコンテンツ不足があり、例示をもとに民間企業でイメージを膨らませて
ツアーの造成を行ってもらいたいと考えている。

予 算 審 査 特 別 委 員 会予 算 審 査 特 別 委 員 会
予算審査特別委員会において、令和６年度一般会計補正予算（第６号）に
ついて審議し、原案どおり可決しました。

一般会計補正予算（第６号）の概要
歳入歳出予算の総額にそれぞれ３億６，５００万円を減額し、予算総額を４８２億６００万円とするもの。
≪主な内容≫
●民間保育園等運営費（１０９，４９２千円）
　人事院勧告を踏まえた人件費単価の改定に伴い、給付費が増額となることから、委託料等を増額する。
●ふるさと日光応援基金積立金（１４７，０００千円）
　ふるさと日光応援寄付金の増額に合わせ、基金積立金を増額する。
●ふるさと日光応援事業費（１４７，０００千円）
　ふるさと日光応援寄付金の増額に伴い、返礼品や事務経費などに要する
　費用を増額する。
●脱炭素先行地域推進事業費（人件費を除く）（△５７２，９９３千円）
　再生可能エネルギー設備導入費補助金等の不用額を減額する。

主な質疑と答弁
【児童福祉施設費について】
　問　民間保育園等運営費が増額となった要因について伺う。
　答　人事院勧告に伴い、約９～１０％程度、公定価格の単価設定が見直されたことによる増額である。
　問　職員一人当たりどのくらいの影響があるのか、また、遡って対象となるのか伺う。
　答　一人当たり、月３万円強の増額となり、遡って対象となる。
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委員会活動報告
総
務
常
任
委
員
会
は
、
10
月
28
日
か
ら
30
日
の
日
程
で
実
施
し
た
行
政
視
察

に
お
け
る
執
行
部
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

三
島
市
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
多
種
多
様
な
訓
練
、
さ

ら
に
は
地
区
防
災
計
画
の
策
定
な
ど
の
先
進
的
事
例
を
参
考
に
、
調
査
研
究
に

注
力
し
た
い
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

亀
山
市
・
犬
山
市
に
関
し
て
は
、
執
行
部
か
ら
企
画
総
務
部
長
・
総
務
課
長

に
同
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
策
や
情
報
伝
達
手

段
、
災
害
井
戸
登
録
に
つ
い
て
の
説
明
を
基
に
、
互
い
の
感
想
を
中
心
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
等
、

公
共
的
に
情
報
発
信
が
で
き
る
機
能
が
あ
る

こ
と
な
ど
、
民
間
企
業
や
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
さ
ら
な
る
合
意
形
成
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
共
有
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
所
管
事
務
調
査
「
防
災
・
減
災
対

策
に
つ
い
て
」
の
調
査
・
研
究
の
一
環
で
「
能

登
半
島
地
震
応
援
派
遣
職
員
と
の
意
見
交
換

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
日
光
市
か
ら

は
24
名
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

回
は
そ
の
中
か
ら
９
名
の
職
員
の
方
々
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

過
酷
な
状
況
の
中
で
活
動
さ
れ
た
話
は
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
給
水
の
問
題
、
防
犯
対
策
、

避
難
所
の
健
康
管
理
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
与
え
ら
れ
た
職
務
を
全

う
し
活
躍
さ
れ
た
経
験
を
、
今
後
の
当
市
の

防
災
・
減
災
対
策
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

当
委
員
会
で
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
、
当
市
の
現
状
と
課
題

を
捉
え
、
制
度
や
計
画
に
つ
い
て
今
後
も
必

要
な
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
川
島
憲
朗	

副
委
員
長
）

民
生
教
育
常
任
員
会
で
は
、
昨
年
10
月
15
日
か
ら
10
月
17
日
ま
で
行
っ
た
行
政
視

察
の
調
査
を
踏
ま
え
、
２
月
７
日
（
金
）
に
執
行
部
と
の
意
見
交
換
（
視
察
報
告
）

を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
愛
知
県
北
名
古
屋
市
の
「
学
校
運
営
協
議
会
」
に
つ
い
て
の
視
察
報
告
を

行
い
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
地
域
住
民
の
理
解
や
多
く
参
加

を
得
て
、そ
の
こ
と
を
継
承
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

執
行
部
か
ら
は
、
当
市
に
お
い
て
は
学
校
運
営
協
議
会
が
立
ち
上
が
っ
て
間
も

な
い
の
で
、
こ
の
北
名
古
屋
市
の
取
組
を

参
考
に
よ
り
良
い
学
校
運
営
協
議
会
に
な

る
よ
う
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と

で
し
た
。

次
に
「
通
所
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
は
、

三
重
県
伊
勢
市
、
岐
阜
県
各
務
原
市
の
取

組
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
今
後
ま
す

ま
す
日
光
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
や
高

齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
る
た

め
、
自
ら
移
動
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
高

齢
者
の
対
応
を
し
っ
か
り
と
構
築
し
、
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
当
市
に

お
い
て
も
そ
の
こ
と
は
課
題
で
あ
る
と
捉

え
て
お
り
、
そ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
、

伊
勢
市
・
各
務
原
市
の
取
組
を
参
考
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
今
回
の
意
見
交
換

の
結
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
所
管
事

務
調
査
事
項
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、

日
光
市
の
施
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
斎
藤
久
幸 

委
員
）

　
総
務
常
任
委
員
会
　
活
動
報
告

　
民
生
教
育
常
任
委
員
会
　
活
動
報
告

能登半島地震応援派遣職員との意見交換会

執行部との意見交換の様子

執行部との意見交換の様子
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当
委
員
会
は
３
月
10
日
に
所
管
事
務
調
査
事
項
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
」
日
光
市
建
設
業
組
合
と
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　

１　

日
光
市
全
体
ま
た
は
居
住
し
て
い
る
地
区
等
で
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
特

徴
を
伸
ば
し
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
く
と
良
い
と
思
う
か
。

２　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が
ま
ち
の
中
で
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

３　
「
道
の
駅
日
光　

日
光
街
道
ニ
コ
ニ
コ
本
陣
」
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
か
。

４　

ま
ち
な
か
を
歩
き
た
く
な
る
・
歩
い
て
も
ら
う
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
取
組
や
施
設
が
必
要
だ
と
思
う
か
。

５　

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
取
組
が
必
要
だ
と
思
う
か
。

出
席
い
た
だ
く
組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
考
え
・

ご
意
見
を
お
願
い
し
た
い
旨
を
事
前
に
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
も
あ

り
、
積
極
的
な
考
え
・
ご
意
見
を
伺
う
事
が
で
き
、
課
題
や
問
題
点
に
つ
い
て

解
決
方
法
な
ど
を
一
緒
に
考
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
今
後
用
途
変
更
が
可
能
と
な
る
中
心
市
街
地
集
客
施
設
「
ニ
コ
ニ
コ

本
陣
」
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
が
気
兼
ね
な

く
遊
べ
る
場
所
と
し
て
活
用
し
た
り
、
高
校

生
な
ど
が
自
由
に
過
ご
せ
る
場
所
が
少
な
い

た
め
放
課
後
や
休
日
に
集
ま
れ
る
居
場
所
と

し
て
利
用
で
き
る
と
良
い
と
い
っ
た
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
貴
重
な
意
義
あ
る
意
見
交
換
と

な
り
ま
し
た
。

日
光
市
建
設
業
組
合
の
皆
様
に
は
大
変
お

忙
し
い
中
、
貴
重
な
お
時
間
を
い
た
だ
き
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
当
委
員
会
は
引
き
続
き
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
の
課
題
の
整
理
を
行
い
、
課

題
解
決
に
向
け
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
生
井
一
郎	

副
委
員
長
）

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
令
和
６
年
12
月
定
例

会
よ
り
議
場
等
へ
の
私
有
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、

本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
一
般
質
問
等
の
生
中
継
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
議
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
検
討
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
議
員
全
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
な
お
か
つ
各
会
派
か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
、
現
在
使
用

し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
改
善
点
や
継
続
す
る
項
目
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
に
関
し
て
は
県
内
他
市
の
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
も
、
各
会
派
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
議
会
内
規
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
に
関
し
て
は
、
監
査
委
員
と
し
て
職
務
上
知
り

得
た
秘
密
に
該
当
す
る
事
項
等
以
外
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
議
長
の
許
可
を
得
た
上
で
一
般
質
問

を
行
え
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
議
会
運
営
委

員
会
の
正
副
委
員
長
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
は
今

ま
で
ど
お
り
自
粛
と
し
、
副
委
員
長
に
つ
い
て
は

制
限
を
設
け
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、
議
員
議
案

第
1
号
を
提
出
し
た
ほ
か
、
陳
情
や
日

程
の
審
査
等
、
各
委
員
慎
重
に
審
査
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
た

議
会
運
営
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
、
議

会
改
革
が
継
続
さ
れ
て
い
る
か
を
毎
年

定
期
的
に
検
証
し
て
お
り
ま
す
が
、
お

お
む
ね
達
成
し
て
い
る
と
い
う
各
委
員

か
ら
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
議
会
運
営
に
あ
た
り
、
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
真
剣
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。（

大
島
浩	

副
委
員
長
）

　
観
光
産
業
常
任
委
員
会
　
活
動
報
告

　
議
会
運
営
委
員
会
　
活
動
報
告

建設業組合との意見交換の様子

本庁舎１階ロビーでの生中継の様子
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令和６年度　行政調査特別委員会　視察実施報告

班 日　　　程 視　	察　	先 視	　	察		　内	　	容 班　　員

1
7月 23日（火）	
　～ 25日（木）	
【2泊 3日】

岐阜県下呂市 DX推進について
◎斎藤　久幸	
○川村　寿利	
　青田　兆史	
　大島　浩

岐阜県中津川市 廃校になった校舎の取組について

岐阜県関市 LGBTフレンドリーに関する取組について

2
7月 22日（月）	
　～ 24日（水）	
【2泊 3日】

佐賀県鳥栖市 鳥栖市における企業誘致について ◎川島　憲朗	
○亀井　崇幸	
　筒井　巌	
　斎藤　伸幸	
　三好　國章

福岡県糸島市 糸島市における移住定住促進について

福岡県大野城市 総合型行政評価システム（公共サービスDOCK
事業）について

3
7月 22日（月）	
　～ 25日（木）	
【3泊 4日】

埼玉県幸手市 子ども議会について

◎嶋田　正法	
○武田　幸雄	
　荒川　礼子

三重県桑名市 コラボ・ラボ桑名について

愛知県豊田市 空飛ぶクルマについて

愛知県蒲郡市 粗大ごみ等のメルカリ出品について

4
7月 23日（火）	
　～ 26日（金）	
【3泊 4日】

東京都豊島区 子どもと女性にやさしいまちづくりについて
◎瀬高　哲雄	
〇和田　公伸	
　山越　梯一	
　生井　一郎	
　田村　耕作

愛知県豊田市 人工衛星とＡＩ活用について（水道管の漏水調査）

愛知県豊橋市 バイオマス資源利活用施設について

静岡県熱海市 観光振興施策全般について

5

7月 17日（水）	
　～ 19日（金）	
【2泊 3日】

石川県小松市 ・ジビエ利用モデル地区の取組について	
・有害鳥獣対策について

◎髙見　尚希	
○村上　正明	
　齊藤　正三	
　斎藤　宏明

滋賀県近江八幡市 子ども・若者支援事業について

滋賀県彦根市
・観光施策の取組について
・映像資源を活用した映像作品の撮影等の誘致に
ついて

12月18日（水）	
　 	～19日（木）	
【１泊２日】

神奈川県横須賀市 ・民官連携推進事業について

神奈川県葉山町 はやまエシカルアクションについて

6
10月 8日（火）	
　		～	9 日（水）	
【1泊 2日】

埼玉県飯能市
・聴覚障害等のある方への窓口支援・代理電話支
援について

・えんかく＋について ◎福田　悦子

新潟県見附市 健康長寿をテーマとしたまちづくりについて
◎：班長　
○：副班長

視察報告書は、日光市議会のホームページに掲載しています。
ホームページをご覧いただけない場合、議会事務局で閲覧することができます。

視察報告書



令和7年1月29日、日光市議会は今市中学校で議会報告会を実施しました。議員の職務や議会の役
割を説明した後、生徒たちに「日光市の予算を活用した人口増加策」を考えてもらいました。商業施設
の誘致、子育て支援、移住促進策など多様な提案が寄せられ、現実的な課題を踏まえた意見も見受け
られました。市議会は、将来を担う子どもたちの声を尊重し、人口減少対策や財政の効率化に努め、持
続可能な日光市の実現に向けて取り組んでまいります。　（広報広聴委員会　嶋田正法副委員長）
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令 和 ６ 年 度 議 会 報 告 会令 和 ６ 年 度 議 会 報 告 会
令和６年度議会報告会は、希望のあった５つの中学校の３年生を対象に実施しました。
今号では、１月に実施した今市中学校での議会報告会について、お知らせします。
テーマ…「日光市の予算を使い、人口を増加させる取組みを市に提案してください」

中学生からの感想
●議会報告会で日光市のことをもう一度、よく考えることができました。
グループで日光市の改善すべき点を話し合ったりして、まとめて、発表
することができました。考えている間も議員さんが真剣にメモ用紙を
見てくれたり、アドバイスをくれたりしてくれて考えやすかったです。日
光市をより良くするためのお金の使い方を考えるのは難しかったけ
ど、どの班の意見もいいものばかりでよく勉強になりました。とても貴
重な時間になりました。（K・Y）

●先日の議会報告会では、地域の課題や議会での議論内容について学
びました。特に、議員の方々がどのように地域の問題を解決しようと努
力しているのかを知ることができ、とても印象に残りました。また、自
分たちの意見や考えが実際の議会にどのように反映されるのかを理
解することができ、政治に対する関心が深まりました。質疑応答の時間
では、参加者の質問が活発で、より具体的な問題解決へのアプローチ
を考える良い機会となりました。（S・Y）

●議会報告会で自分で日光市をよりよくするための政策を考え、グルー
プの人と意見を交流して意見をまとめ、全体に発表することができ
た。しかし、中には実現が厳しいものもあり、現実的なものを考えるの
が難しかった。私は、教育や子育ての補助に力を入れるといいのでは
ないかと考えた。これからも日光市をよりよくするために自分には何
ができるのかよく考え、自分たちで日光市をつくっていきたいと思っ
た。この活動を通して市議会議員になりたいと思った。（O・B）

●僕は議会報告会に参加するまでは、普段払っている消費税や親が払っ
ている税金はどのように使われているのかを詳しくは知りませんでし
た。しかし、今回の報告会を通して、税金は日光市民のサービスを
充実させるほか、日光市の安全を保つために道路の修復などを主に
行なっているということを知りました。また、僕たちが学校へ行ける
のは、税金のおかげだということも改めて知れて、普段の生活と税
金との関わりを深く考えることのできた、よい経験になったと思いま
す。（S・Y）

●議員さんに直接意見を言うことができることはなかなかない機会な
ので、議会報告会を機に日光市のこれからの未来や日光市をより良
くするためにはどうしたら良いのかを改めて真剣に考えることがで
きました。
　議員さんが用語を簡単にして説明してくれたり、曖昧に書いてある
部分を指摘して質問してきてくれたりしたので自分の考えを深めるこ
ともできました。一人一人の意見を真剣に聞いてくれたこともあり、
議員さんの信頼感が高まりました。（F・A）
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日光市議会では、広報紙「市議会からこんにちは」の表紙写真を募集してい
ます。日光市の素敵な場所、お気に入りのスポット、頑張っている人などを紹介
してください。市内在住・在勤・在学の皆様からのご応募をお待ちしております。
次号（７月２５日発行予定）の応募締切は５月３１日です。
応募方法等詳しくは、日光市議会ホームページをご覧いただ
くか、議会事務局までお問い合わせください。

議会のおもな動き議会のおもな動き NIKKO SHIGIKAI 1月～３月

▪総務常任委員会▪

▼２月 ７日 執行部との意見
交換（視察報告）について他

▼２月 21 日	 付託議案審査（民
生教育常任委員会との連合審査）

▼２月 21 日	 付託議案審査（観
光産業常任委員会との連合審査）

▼２月 21 日	 付託議案審査他

▪民生教育常任委員会▪

▼１月 29 日	 執行部との意見
交換（視察報告）の日程につ
いて

▼２月 ７日	 執行部との意見
交換（視察報告）について

▼２月 26 日	 付託議案審査

▼３月 13 日	 付託議案審査他

▼３月 27 日	 日光市障がい者
の会との意見交換会について

▪観光産業常任委員会▪

▼２月 12 日	 執行部との意見
交換（視察報告）の日程につ
いて

▼２月 27 日	 付託議案審査他

▼３月 10 日	 日光市建設業組
合との意見交換「まちづくり
について」

▼３月 24 日	 議会と協議したい
重要案件「脱炭素先行地域の
事業進捗について」

▪議会運営委員会▪

▼１月 10 日	 一般質問につい
て

▼１月 15 日	 一般質問につい
て他

▼２月 ４日	 令和７年２月定
例会について（陳情等）他

▼２月 ７日	 令和７年２月定
例会について（会期日程等）

▼３月 ４日	 令和７年２月定
例会について（日程追加）他

▪議員全員協議会▪

▼１月 17 日	 令和７年度組織
機構について他

▼２月 ７日	 令和７年２月定
例会提出予定案件について他

▼３月 ４日	 令和７年２月定例
会提出予定追加案件について

▼３月 24 日	 市制施行２０周
年記念事業について他

▪広報広聴委員会▪

▼１月 10 日	 １ 月 25 日発行
広報紙について他

▼２月 28 日	 ４ 月 25 日発行
広報紙について他

▪公共施設等あり方検討調査特別委員会▪

▼３月 ７日	 新文化会館の整
備について他

▪行政調査特別委員会▪

▼３月 24 日	 令和６年度行政
視察の結果について
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